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◆事業の目的

◆事業内容（平成２４年度に何をやるか）

◆これまでの取組状況（平成２３年度に何を行い、その結果はどうなったか）

負担金補助
及び交付金

事業シート11 作成日：

責任者：

課コード：

担当組織：

005110000 平成24年4月1日
指導課 宮地　幸宏

事業費
（予算）

（単位：千円）

２４年度
事業費内訳
（単位：千円）

　本事業は、子どもたちが夢と希望をもって幼稚園･学校生活を送ることができるように、幼稚園・学校・
家庭・地域が一体となって特色ある園･学校づくりに取り組むものである。

【事業組織及び形態】
○各園・学校において、家庭や地域と連携を図り、夢をはぐくむ園・学校づくりを推進するため、地
　域有識者・健全育成会･ＰＴＡ代表・教職員代表等で組織した推進協議会に事業を委託する。
【事業項目】
○夢をはぐくむ園･学校づくりに向け、授業の充実、交流教育、ボランティア活動、体験学習、家庭
　教育及び部活動の推進など、各地域の特色や子どもの実態に応じたその園･学校ならではの取
　組を実施する。
【事業手続】
○各園･学校の推進協議会は、年度当初に実施･予算計画などを立て、教育委員会に提出する。
　また、年度末には、園・学校ごとに取組概要・成果、課題を協議し、書面にて教育委員会に報告
　する。
【予算配分見直し】
○２４年度より、これまでの学校規模に応じた予算配分の方法を見直し、特に「心の耕し」「授業
　（保育）改善」を推進するために企画提案した事業に対して、教育委員会で選定し、小中学校の
　推進協議会には１０万円、幼稚園の推進協議会には５万円の委託料の加算を行う。
【情報公開】
○「夢をはぐくむ学校づくり」の取組について、全園・全学校の特色のわかる「概要」や「成果・課題
　等」を教育委員会ホームページにて掲載する。
○委託料を加算した園・学校の推進協議会は、特色ある取組や子どもが夢や希望をもって学び続
　け成長している姿を、ホームページや学校だより等で随時公開し、他の園・学校に特色化を広げ、
　取組の普及を図る。
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【各園・学校の取組】
○各園・学校では、体験学習や交流学習の充実、授業改善への研修などが積極的に行われ、各
　地域や子どもの実態に応じたその園･学校ならではの特色ある取組がなされている。
　例えば、次のような取組がある。
　　・県内有数の花産地として、地域の方から土選びや栽培の知識を教わると共に、地域のお年寄
　　　りや公共施設に花を贈った。この活動を通して、自然を大切にする態度や思いやりの心を学ん
　　　だり、地域や保護者の人々との絆を深めたりした。
　　・外国語の講師や各界の専門家を招聘して、外国語活動や総合的な学習の時間の充実を図っ
　　　ている。この活動を通して、英語を使って人とかかわる楽しさを味わったり、夢を持つことの大
　　　切さを理解し希望を膨らめたりした。
【企画提案による応募】
○委託料加算方式を加えたことにより、企画提案に応募した学校が、２３年度末は、幼稚園３０園、
　小学校７０校、中学校３６校、合計１３６校園であった。選定の結果、小学校１１校、中学校６校、
　幼稚園６園の２３校園に平成24年度委託料の加算を行った。この配当方法の見直しによって、
　ますます「心の耕し」や「授業（保育）善」の推進を意識した取り組みが増え、夢をはぐくむ園･学
　校づくりの推進が図られることが期待できる。
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学校・幼稚園特色化推進事業事業名：

扶助費 その他

073,898

比較

0.2 0.2 0.0

２３年度 ２４年度

公有財産購入費

比較

75,025 73,898

人工
（正規職員）
（単位：人）

２３年度 ２４年度

需用費 委託料 工事請負費

△ 1,127



年 年

◆事業の成果(平成２３年度末での目的の実現状況　　※活動ではなく状態)

0

実績

○地域の実態や地域ならではの人・もの・ことを生かし、教育に取り入れることができた。
○子どもたちは、本物と出会ったり、実際に体験したりすることを通して、社会人や地域の方な
　ど様々な人とふれあう機会が増え、命の大切さや夢と希望をもって生きることの大切さを実感
　することができた。
○学校運営に参画する保護者・地域住民が増え、保護者や地域の信頼も得られている。
○講師などを招聘して授業研究を行うことにより、新しい学習指導要領に沿った授業改善･保
　育改善が進んだ。

夢をはぐくむ園・学校づくり推進事業実施要項

開始年度 事業の性格分類

平成
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100 100

成果指標1 推進母体となる協議会の設置率（協議会の設置校（園）÷校（園））

75,025 75,025 73,898

国・県支出金
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◆評価（平成２３年度事業の評価）
(1) 必要性：

(2) 責任主体：

(3) 拡大・縮小：

(4) 改善：

今後の方向性

◆改革・改善（評価を反映して何を見直したか）
(1) これまでに実施した改革・改善（平成24年度予算で反映したものを含む）

(2) 今後の改革・改善計画（いつまでに何をどう見直す）

○全園･全学校の実績報告を教育委員会のホームページで情報公開した。（平成２２年度～）
○これまでの学校規模に応じた配分を見直し、「心の耕し」又は「授業（保育）改善」を強く推進す
　ると認められる推進協議会に対して、幼稚園６園、小学校１１校、中学校６校、全23校園に５～１０
　万円の委託料の加算を行い、配分方法を変更した。（平成２４年度～）

その他改善

現状

浜松市立各園・学校の特色化は、市が実施主体となって支援しなくてはならない。

各園・学校の特色化は、今後も積極的に推進していきたい。

○子どもたちが夢と希望をもって幼稚園･学校生活を送ることができるように、学ぶ喜び・充実
　感を味わうことや、人とのかかわりを深めることが必要であり、園･学校は地域や子どもの実態
　に応じた特色ある取組をしていくことが求められている。廃止した場合には、地域や子どもの
　実態に応じた体験活動や学習などは縮小または中止せざるを得なくなったり、授業改善のた
　めの研修の推進が停滞したりすることが考えられる。
○特色ある取組を継続しようとする園・学校は、園・学校の予算がないため、保護者に経済的
　負担をかけることが考えられる。

(理由) 

改善
年度末に各推進協議会の事業の成果を公開し、次年度の取組に生かすことにより、今後も家庭・地域
と連携を図り、各園・学校が特色ある学校（園）づくりを積極的に推進していく。

その他：各園・学校の推進協議会の成果を各園・学校のホームページや学校だよりなどで随時公開
し、成果指標の方法を改善する。

市

継続
(廃止した場合に考えられる影響)

(理由) 

(市が実施しない場合に考えられる影響)

○実績報告書に記載されている各園・学校の取組と成果等について、毎年度教育委員会の
　ホームページでの公開を更新していく。
○特色化推進のための企画提案による委託料加算の方式を拡大していく。
○加算した推進協議会については、特色ある取組を各園･学校のホームページで随時公開す
　ることを推し進める。


















